
（別紙３）

〜 令和7年 3⽉ 31⽇

（対象者数） 34 （回答者数） 29

〜 令和7年 3⽉ 31⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2 個別で話を聞く時間の確保をしっかり⾏っていく

3 保護者からの意⾒を聞ける場を増やしていく

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 定期的に体育館などを借り、粗⼤運動を取り⼊れていく

2

PT、OT、STの採⽤活動強化。
既存職員のスキルアップのため、研修や資格取得⽀援の活
発化。外部研修への積極参加により知識を深めていく。

3

○事業所名 niconico福津

○保護者評価実施期間 令和6年4⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

令和6年4⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年4⽉30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

粗⼤運動のスペースの確保 ⼩学⽣の粗⼤運動を取り⼊れるにはスペースの狭さがある

保育⼠中⼼の⽀援体制となっており、今後はさらなる専⾨職
種の幅を広げたい

採⽤が難しく、専⾨職員が保育⼠のみになってしまっている

ルーティーンの中に⾃分の予定を組み⾒通しを⽴てる、余暇
時間に⾃⼰選択⾃⼰決定の促し、集団の活動の時間などを設
定し切替の練習を⾏う等、通所することにより少しずつ⾝に
ついていく

予定を⼀⼈で組むことが難しい児童には⽀援員が⼀緒に時間
配分などの助⾔を⾏いながら組んでいる。

居場所作り
⼀⼈⼀⼈の話を傾聴し質問や助⾔をしながら、話せる環境作
り、信頼関係の構築

外出訓練
児童にとっての経験や学びになることを⽀援員で考え、保護
者や児童からの意⾒も取り⼊れながら⾏先や⽬的を決定して
いる

事業所における⾃⼰評価総括表公表


